
2023 第２回サッカー日本代表候補合宿［マッチレポート］ 

 

【日本】                    【宇都宮短期大学附属高校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【得点経過】 

３４分[日本] 大野が右サイドからニアにクロスボールを入れ，梅村がキーパー前にてヘディングシュート。 

４３分[日本] 佐藤が右サイドからファーサイドにクロスボールを入れ，武田がワンタッチシュート。 

７５分[宇短] キックオフゴール。（NO.20 がバックパス → NO.7 がワンタッチシュート。追い風にの 

りそのままゴールネットを揺らす） 

９８分[宇短] コーナーキックにて，NO.7 がニアにグランダーのボールを入れ NO.11 が空振り。後ろに 

流れたボールを NO.19 がコントールし，シュート。 

103 分[宇短] 日本のパスミスを NO.16 が NO.11 にワンタッチパス。NO.11 がコントロールし NO.19 

にパス。NO.19 がペナルティーエリア内にドリブルで侵入しシュート。 

 



【交代】 

４５分 [宇短]  IN NO．７  ⇔ OUT NO．２ 

         IN NO．１３ ⇔ OUT NO．３ 

５９分 [日本]  IN 犬塚        ⇔ OUT 佐藤 

６５分 [日本]  IN 越智    ⇔ OUT 下鶴 

[宇短]  IN NO．１   ⇔ OUT NO．１７ 

   IN NO．１１  ⇔ OUT NO．１０ 

     IN NO．１６  ⇔ OUT NO． ６ 

   IN NO．１９  ⇔ OUT NO．１４ 

IN NO．２０  ⇔ OUT NO． ９ 

   IN NO．２３  ⇔ OUT NO．１５ 

IN NO．２５  ⇔ OUT NO． ８ 

６９分 [日本]  IN 山田    ⇔ OUT 奥田 

７３分 [日本]  IN 石綿    ⇔ OUT 福原 

７５分 [日本]  IN 荻野    ⇔ OUT 徳村 

         IN 海野    ⇔ OUT 吉川 

   IN 斎藤      ⇔ OUT 大野 

   IN 阿久津    ⇔ OUT 武田 

８８分 [宇短]  IN NO．６  ⇔ OUT NO．５ 

９２分 [日本]  IN 下鶴    ⇔ OUT 越智 

 



ゲーム内容 

強風が吹き荒れる中、日本（向かい風）のキックオフでゲームがスタートした。宇短附属は、ディフェン 

スラインからビルドアップをしてきており、前線の選手は流動的にポジションをとっていた。それに対して

日本も、相手状況を観ながら、GK 徳村からのビルドアップにトライして、GK からセンターバックを経由

し、ボランチやサイドバック、または相手ディフェンスラインの背後を狙って攻撃を仕掛けた。守備面でも、

GK がボール状況を観ながら高いポジションを取り、ディフェンスラインの背後をしっかりとケアしていた

り、チャレンジ&カバーの連続により、特にゴール前ではボールの正面に入ったり、シュートコースを消し

てブロックしたりと粘り強い守備が多くあった。また、スリーライン（GK を含めたフォーライン）をコン

パクトにできている時間帯では、ラインコントロールもしっかりとなされ、必然的にオフサイドを取ること

もできていた。その成果により、１・２セット目は無失点に抑えることができた。しかしその反面、マイボ

ールを簡単にスローインやコーナーキックにしてしまう場面も見られた。攻撃面では、ワンタッチやツータ

ッチプレーが連続している時は、選手の距離感やサポートも良く、テンポ良く攻撃することができていた。

得点シーンに関しては、１本目の３４分、相手クリアーボールを武田が拾い、バイタルエリア付近で FW 奥

田が受けて右 SB 大野に展開。大野がドリブルで少し仕掛けてニアにクロスを上げ、相手 GK 前で FW 梅

村がヘディングで合わせて先制点を奪う。同じく４３分、相手コーナーキックを GK 徳村がキャッチ。その

まま左サイドにスローし、流れてきた FW 山田が受ける。前向きにドリブルを始めた山田を VO 武田が外

側から追い越すサポートをし、パスを受けそのままドリブルで駆け上がりクロスボールを上げるがファー

サイドに流れる。そのボールを梅村が追いかけて取り、右 SH 佐藤にパス。佐藤が右サイドからクロスを上

げ、相手ディフェンス陣がボールウォッチャーになっているところを、ファーサイドにポジションを取って

いた武田がボレーシュート。２点目の追加点を奪う。日本チームが大きくメンバーを入れ替えた３セット目。

向かい風の中、相手キックオフで始まり、NO.20 のバックパスを NO.7 がワンタッチシュート。GK 荻野

がペナルティーエリアギリギリの位置にポジションを取っており、慌ててバックステップを踏むものの、シ

ュートは追い風に乗りそのままゴールネットを揺らし１失点。３セット目２３分、コーナーキックで、NO.7

がニアにグランダーのボールを入れ NO.11 が空振り。後ろに流れたボールを NO.19 がコントロールし，

シュート。２失点目となる。３セット目２８分、SB 海野の自陣でのパスミスを NO.16 が NO.11 にワン

タッチパス。NO.11 がコントロールし左サイドにいた NO.19 にパス。NO.19 がペナルティーエリア内に

ドリブルで侵入し冷静に右隅にシュート。３失点目となり逆転を許す。試合終了間際に日本の決定機もあっ

たが枠外シュートとなり、試合終了となった。 


